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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 
これまでわれわれは、球形嚢の耳石が卵形嚢の耳石と同様に落下すること、落下耳石は落下部の感覚
上皮に吸収され、一部は球形嚢管から内リンパ管へ移行すること、また蝸牛結合管（RD）、球形嚢管
（SD）、内リンパ洞（ES）は臨床的に画像評価が可能で、これら細い管に球形嚢からの耳石が落下停
滞すると、3DCT画像上、管の連続性が失われることを報告してきた。 
本研究では、メニエール病（MD）の原因として、球形嚢の落下耳石による RDや SD、ESの閉塞パター
ンを 3DCT画像で検討した。 
【方法】 
1995 年の American Academy of Otolaryngology-Head and Neck Surgery （AAO-HNS）のガイドライ
ンにて確実例と診断された MD 患者 62名と正常耳の対象ボランティア 13名の側頭骨をコーンビーム
CT（Morita 3D Accuitomo）で解析し、両グループを比較検討した。CT 画像を用いて RD、SD、ES の
骨の溝（Bony groove of  RD、SD、ES：BRD、BSD、BES）の閉塞パターンを分類し、閉塞パターンと
MD病期との関連性について調べた。 
【結果】 
BRDは閉塞パターンにより６つに分類（BRD:1完全に開存、2 開口部が V字状、3 開口部の閉塞、4 中
央部での閉塞、5 開口部と中央部の閉塞、6 完全閉塞）、BSD、BESは 3つに分類された（BSD・BES: 1 
開存、2 1と 3の間、3 完全閉塞）。MD患者の患側耳は、3DCT画像上、BRD、BSD、BESは溝の連続性
が消失しており、正常耳とは有意に異なっていた（p＜0.01）。BSD のみ MD のそれぞれの病期間で有
意差が見られた。 
【結論】 
RD、SD、ESの 3DCT画像の閉塞パターン分類により、メニエール病の客観的診断に加え、その病態の
程度の把握が可能になった。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
これまでわれわれは、球形嚢の耳石が卵形嚢の耳石と同様に落下すること、落下耳石は落下部の感覚
上皮に吸収され、一部は球形嚢管から内リンパ管へ移行すること、また蝸牛結合管（RD）、球形嚢管
（SD）、内リンパ洞（ES）は臨床的に画像評価が可能で、これら細い管に球形嚢からの耳石が落下停
滞すると、3次元 CT（3DCT）画像上、管の連続性が失われることを報告してきた。 
本研究では、メニエール病の原因として、球形嚢の落下耳石による RD や SD、ES の閉塞パターンを
3DCT画像で検討した。 
方法として、1995 年の American Academy of Otolaryngology-Head and Neck Surgery （AAO-HNS）
のガイドラインにて確実例と診断されたメニエール病患者62名と正常耳の対象ボランティア13名の
側頭骨をコーンビーム CT（Morita 3D Accuitomo）で解析し、両グループを比較検討した。3D CT画
像解析を用いて RD、SD、ESの骨の溝（Bony groove of  RD、SD、ES：BRD、BSD、BES）の閉塞パター
ンを分類し、閉塞パターンとメニエール病の病期との関連性について調べた。 
その結果、BRDは閉塞パターンにより６つに分類（BRD：1完全に開存、2 開口部が V字状、3 開口部
の閉塞、4 中央部での閉塞、5 開口部と中央部の閉塞、6 完全閉塞）、BSD、BESは 3つに分類された
（BSD・BES：1 開存、2 1と 3の間、3 完全閉塞）。この分類によりメニエール病の RD、SD、ESの閉
塞状況が明確に示された。すなわちメニエール病患者の患側耳は、3DCT画像上、BRD、BSD、BESは溝
の連続性が消失しており、正常耳とは有意に異なっていた（p＜0.01）。BSDのみメニエール病のそれ
ぞれの病期間で有意差が見られた。 
RD、SD、ESの 3DCT画像の閉塞パターン分類により、メニエール病の客観的診断に加え、その病態の
程度の把握が可能になった。 
本論文はメニエール病に対し画像による客観的診断を可能にした論文である。今後、普遍的にメニエ
ール病診断に応用され治療効果判定にも寄与されるものと考える。 
従って、本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
